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抄録集 120回 Page DP‐189‐6）．

10 北川 浩，真鍋達也，古賀靖大，能城浩和：DP‐160‐7デジタルポスター 大腸 周術期管理・その
他 術後疼痛管理における硬膜外麻酔群と多角麻酔群の比較検討（ランダム化比較試験）．第120回
日本外科学会定期学術集会．2020，8，13‐15（ライブ配信），2020，9，1‐10，31（アーカイブ
配信）．抄録集（日本外科学会定期学術集会抄録集 120回 Page DP‐160‐7）．

11 井手貴雄，松永壮人，田中智和，能城浩和：SF‐085‐4サージカルフォーラム（85）肝臓 鏡視下
手術 腹腔鏡下肝前区域切除における手術手技と治療成績．第120回日本外科学会定期学術集会．
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定期学術集会抄録集 120回 Page SF‐085‐4）．
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也，佐藤清治，北原賢二，能城浩和：DP‐125‐5デジタルポスター（125）膵臓 合併症対策1 膵
頭十二指腸切除術の術後膵液廔の早期診断のためのプレセプシン測定の以後：Pilot study．第120
回日本外科学会定期学術集会．2020，8，13‐15（ライブ配信），2020，9，1‐10，31（アーカイ
ブ配信）．抄録集（日本外科学会定期学術集会抄録集 120回 Page DP‐125‐5）．
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1‐10，31（アーカイブ配信）．抄録集（日本外科学会定期学術集会抄録集 120回 Page DP‐049‐
2）．

14 真鍋達也，北川 浩，松永壮人，田中智和，井手貴雄，古賀靖大，能城浩和：DP‐028‐1デジタル
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テアーセ PJ10-1-5 Matrix metalloproteinase-1 enhances invasive ability via HIF-1a in scirrhous gas-
tric cancer cells スキルス胃癌においてMatrix metalloproteinase-1は HIF-1a を介し発現誘導され，
癌浸潤能を亢進させる．第79回日本癌学会学術総会．2020，10，1‐3（会場参加），2020，10，1‐
31（WEB配信）．PROGRAM（日本癌学会総会記事 79回 Page PJ10‐1‐5）．

16 Kohei Yamada, Tomokazu Tanaka, Shohei Matsufuji, Kotaro Ito, Noriyuki Egawa, Hirokazu Noshiro:
PJ14-8 Hepatic cancer: basic and translational research (1) 肝がん：基礎・トランスレーショナルリ
サーチ（1）PJ14-8-2 Effectiveness of farnesyltransferase inhibitor on non-alcoholic steatohepatitis-
related hepatocellular carcinoma 非アルコール性脂肪性肝炎関連肝癌に対するファルネシル転換酵
素阻害薬の効果．第79回日本癌学会学術総会．2020，10，1‐3（会場参加），2020，10，1‐31
（WEB配信）．PROGRAM（日本癌学会総会記事 79回 Page PJ14‐8‐2）．

17 馬塲耕一，前田佐知子，能城浩和：P-03-16 Minimal scar surgery を目指した内視鏡補助下乳頭温
存乳房全切除と広背筋皮弁再建の手術手技Video-assisted NSM and LD flap reconstruction for
minimal scar breast surgery．第28回日本乳癌学会学術総会．2020，10，9‐18（ライブ配信），2020，
10，9‐31（オンデマンド配信）．ポケットプログラム 89p（日本乳癌学会総会プログラム抄録集
28回 P．89）．

18 井手貴雄，江川紀幸，田中智和，能城浩和：主題関連演題（高度）腹腔鏡下肝切除への取り組み
M‐14‐6 高難度腹腔鏡下肝切除－右側区域切除における肝切離手技－．第82回日本臨床外科学会
総会．2020，10，29‐31（ライブ配信），2020，10，29‐11，30（オンデマンド配信），2020，11，9‐
30（ライブ収録データ配信）．第82回総会日程・抄録 328p（日本臨床外科学会雑誌 81巻増刊
P．328）．

19 與田幸恵，眞﨑晴奈，木村直也，梶原脩平，能城浩和：ビデオシンポジウム02アプローチ別にみ
た胸部食道癌に対する上縦隔リンパ節郭清のコツ VS02‐1 胸部食道癌に対する胸腔鏡下食道切除
術～上縦隔リンパ節郭清～．第82回日本臨床外科学会総会．2020，10，29‐31（ライブ配信），2020，
10，29‐11，30（オンデマンド配信），2020，11，9‐30（ライブ収録データ配信）．第82回総会日程・
抄録 229p（日本臨床外科学会雑誌 81巻増刊 P．229）．

20 古川舜理，真鍋達也，北川 浩，藤本崇聡，能城浩和：一般口演 大腸：良性3 O‐48‐3 家族性
大腸腺腫症に対する大腸全摘術，回腸嚢肛門管吻合術施行後に発症した回腸嚢癌．第82回日本臨床
外科学会総会．2020，10，29‐31（ライブ配信），2020，10，29‐11，30（オンデマンド配信），2020，
11，9‐30（ライブ収録データ配信）．第82回総会日程・抄録 429p（日本臨床外科学会雑誌 81
巻増刊 P．429）．

21 與田幸恵，梶原脩平，江川紀幸，能城浩和：P1‐5 右鎖骨下動脈起始異常を伴った胸部食道癌に
対する手術の留意点．第74回日本食道学会学術集会．2020，12，10‐11（Live web 配信），2020，12，
10‐2021，1，11（アーカイブ型配信）．プログラム集 114p.

22 梶原脩平，江川紀幸，與田幸恵，能城浩和：P57‐4 亜全胃胃管を用いた頸部食道胃管三角吻合の
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短期・長期成績．第74回日本食道学会学術集会．2020，12，10‐11（Live web 配信），2020，12，
10‐2021，1，11（アーカイブ型配信）．プログラム集 331p.

23 ＊奥山桂一郎，池田 貯，中村覚粛，佐藤博文，久保 洋，平木将紹，三好 篤，田中聡也，北原賢
二，佐藤清治：P20‐3 食道癌に対し，根治的放射線化学療法後，早期に発症した心外膜炎の1例．
第74回日本食道学会学術集会．2020，12，10‐11（Live web 配信），2020，12，10‐2021，1，11
（アーカイブ型配信）．プログラム集 187p.

24 真鍋達也，北川 浩，古賀靖大，松永壮人，田中智和，井手貴雄，能城浩和：一般演題179大腸：
転移再発2 P179‐2大腸 短期・長期成績からみた肝転移合併大腸癌に対する同時切除の有用性．
第75回日本消化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

25 ＊古賀靖大，真鍋達也，北川 浩，能城浩和：要望演題ビデオ7【大腸】他臓器浸潤を伴う結腸癌に
対する腹腔鏡下切除の工夫 RSV7‐4大腸 他臓器浸潤を伴う結腸癌に対する腹腔鏡下切除の工夫
と治療成績．第75回日本消化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

26 Takao Ide, Taketo Matsunaga, Tomokazu Tanaka, Hirokazu Noshiro: [VSY6] Video Symposium 6
Standardization of laparoscopic hepatectomy VSY6‐3肝胆膵 Standardization for purely laparo-
scopic anatomical liver resection．第75回日本消化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web
配信）．

27 ＊池田 貯，奥山桂一，池田翔大，中村覚粛，佐藤 博，平木将紹，三好 篤，田中聡也，北原賢二，
佐藤清治：一般演題54胃・十二指腸：ロボット2 P054‐4胃 ロボット支援下胃切除術において
Bedside surgeon が操作するリニアステープラを用いて安全に吻合を行う工夫．第75回日本消化器
外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

28 平木将紹，田中聡也，池田翔大，中村覚粛，佐藤博文，奥山桂一郎，久保 洋，池田 貯，三好
篤，北原賢二：一般演題137大腸：周術期治療3 P137‐3大腸 進行直腸癌に対するTS‐1併用術
前化学放射線療法の検討．第75回日本消化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

29 與田幸恵，梶原脩平，江川紀幸，能城浩和：要望演題ビデオ2【食道】食道癌に対するロボット手
術の現状と展望 RSV2‐4食道 胸部食道癌に対するロボット支援手術の短期成績．第75回日本消
化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

30 田中智和，松永壮人，井手貴雄，能城浩和：一般演題311膵臓：膵切除・周術期管理4 P311‐5
肝胆膵 膵液瘻予防を目的とした術前経口化学的腸管処置の意義～preliminary pilot study の結果～．
第75回日本消化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

31 北川 浩，平木将紹，伊藤孝太朗，馬塲耕一，田中智和，能城浩和：一般演題76胃・十二指腸：
研究9 P076‐4胃 胃癌細胞株（NUGC4）における変異型 p53の変異部位の違いによる転移能獲
得の検討．第75回日本消化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

32 江川紀幸，梶原脩平，與田幸恵，能城浩和：要望演題6【食道】高齢者食道癌に対する治療戦略
RS6‐3食道 高齢食道癌患者に対する食道切除術後の短長期成績．第75回日本消化器外科学会総
会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

33 梶原脩平，江川紀幸，與田幸恵，能城浩和：一般演題47胃・十二指腸：腹腔鏡3 P047‐4胃腹腔
鏡下胃癌手術必須手技．第75回日本消化器外科学会総会．2020，12，15‐17（現地＋Web配信）．

34 真鍋達也，水内祐介，北川 浩，藤本崇聡，能城浩和：骨盤臓器脱の診断と治療 直腸切断術後の
会陰ヘルニアのリスクファクターと対策．第75回日本大腸肛門病学会学術集会．2020，11，13‐14
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（LIVE配信），2020，12，1‐27（オンデマンド配信），2020，11，13‐12，27（招聘講演・要望演
題・一般演題のみ：オンデマンド配信）．日本大腸肛門病学会雑誌 73巻9号 Page A87．

35 ＊東島亘宏，北川 浩，古賀靖大，真鍋達也，能城浩和：局所進行Ｓ状結腸癌術後の播種性転移との
鑑別が困難であった回盲部炎症性腫瘤．第45回日本外科系連合学会学術集会．2020，12，22‐24（ラ
イブ配信），2020，12，23‐2021，1，29（オンデマンド配信）．抄録集（日本外科系連合学会誌，45
巻5号 Page637）．

36 真鍋達也：スポンサードセミナー3 SS3「安全な手術手技のために」肝管学々，，，．第45回日本
外科系連合学会学術集会．2020，12，22‐24（ライブ配信），2020，12，23‐2021，1，29（オンデ
マンド配信）．抄録集．

37 ＊池田 貯，奥山桂一郎，久保 洋，雪本薫平，佐藤博文，古賀浩木，平木将紹，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：ビデオシンポジウム04食道胃接合部癌に対する郭清と再建－根治性と
安全性との狭間で－ VS04‐6 食道胃接合部癌における安全性と根治性のバランスのとれた手術術
式～食道癌，胃癌の両領域の鏡視下手術を行う外科医の選択～．第82回日本臨床外科学会総会．
2020，10，29‐31（ライブ配信），2020，10，29‐11，30（オンデマンド配信），2020，11，9‐30（ラ
イブ収録データ配信）．第82回総会日程・抄録 232．

38 ＊池田 貯，奥山桂一郎，久保 洋，雪本薫平，佐藤博文，古賀浩木，平木将紹，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：要望演題（ビデオ）胃癌に対する脾門郭清 RV‐03‐2 上部進行胃癌に
対する腹腔鏡下脾温存脾周囲リンパ切郭清～脾動脈幹遠位先行郭清と胃横隔膜切離による展開～．
第82回日本臨床外科学会総会．2020，10，29‐31（ライブ配信），2020，10，29‐11，30（オンデマ
ンド配信），2020，11，9‐30（ライブ収録データ配信）．第82回総会日程・抄録 371．

39 ＊佐藤博文，雪本薫平，大庭大治，奥山桂一郎，久保 洋，古賀浩木，平木将紹，池田 貯，三好
篤，田中聡也，北原賢二：一般口演 結腸：悪性3 O‐27‐7 体腔内吻合による完全鏡視下結腸切
除術の手術手技と成績．第82回日本臨床外科学会総会．2020，10，29‐31（ライブ配信），2020，10，
29‐11，30（オンデマンド配信），2020，11，9‐30（ライブ収録データ配信）．第82回総会日程・抄
録 408．

40 ＊川嶋裕資，堀田千恵子，三宅修輔，下西智徳，檜垣賢作，廣橋喜美，奥田康司，赤木由人：ポス
ター1 診断，病態 P1‐4 自然退縮を来した肝細胞癌の1例．第56回日本肝癌研究会．2020，12，
22‐23（LIVE配信），2020，12，22‐2021，1，29（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集 213．

地方規模の学会
1 池田翔大，中村覚粛，佐藤博文，奥山桂一郎，久保 洋，平木将紹，池田 貯，三好 篤，田中聡

也，北原賢二，佐藤清治：一般演題1 膵頭十二指腸切除術10年後，肝門部胆管癌に対して肝切除
を施行した1例．第41回九州肝臓外科研究会学術集会．2020，1，25．プログラム・抄録集 10p.

2 井手貴雄，松永壮人，田中智和，能城浩和：3．腹腔鏡下肝切除における高難度肝切除のありかた
2．腹腔鏡下高難度肝切除のありかた～開腹肝切除との治療成績を比較して～．第41回九州肝臓外
科研究会学術集会．2020，1，25．プログラム・抄録集 16p.

3 田中智和，松永壮人，井手貴雄，能城浩和：一般演題2 2．右横隔膜に胸膜子宮内膜症を認めた
肝細胞癌に対する腹腔鏡下再肝切除との経験．第41回九州肝臓外科研究会学術集会．2020，1，25．
プログラム・抄録集 23p.

4 松永壮人，井手貴雄，田中智和，能城浩和：一般演題2 5．肝切後胆汁廔に対する内視鏡的処置．
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第41回九州肝臓外科研究会学術集会．2020，1，25．プログラム・抄録集 25p.
5 馬場耕一，前田佐知子，能城浩和：一般口演【検診・その他】O‐14ペースメーカ植込み後の両側

乳癌症例の経験と治療の注意点．第17回日本乳癌学会九州地方会．2020，3，14‐15．プログラ
ム・抄録集 51p.

6 真鍋達也，北川 浩，藤本崇聡，能城浩和：シンポジウム1 九州におけるロボット直腸癌手術の
現状 DS1‐08直腸腫瘍に対するロボット支援手術における注意点と対策．第45回日本大腸肛門病
学会九州地方会／第36回九州ストーマリハビリテーション研究会．2020，8，29．プログラム・抄
録集 34p.

7 井手貴雄，江川紀幸，田中智和，能城浩和：要望演題1 内視鏡手術手技のランクアップを目指す
～熟練の技術と高難度手技の伝承～RS1‐01膜構造を意識した高難度腹腔鏡下肝切除術「腹腔鏡
下肝前区域切除における手技の定型化と有用性」．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．
2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 39p.

8 田中智和，江川紀幸，井手貴雄，能城浩和：要望演題1 内視鏡手術手技のランクアップを目指す
～熟練の技術と高難度手技の伝承～RS1‐05高度炎症を伴う胆嚢炎に対するBailout procedures
の実際．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録
集 41p.

9 木村直也，田中智和，井手貴雄，平塚昌文，能城浩和：一般演題7 肝胆膵 O7‐01横隔膜に胸膜
子宮内膜症を認めた肝細胞癌に対する腹腔鏡下再肝切除の経験．第30回九州内視鏡・ロボット外科
手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 80p.

10 北川 浩，真鍋達也，藤本崇聡，能城浩和：一般演題8 下部消化管2 O8‐05腹腔鏡下右側結腸
癌手術における Surgical trunk 周囲郭清の範囲と層における検討．第30回九州内視鏡・ロボット外
科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 85p.

11 梶原脩平，古川舜理，池田翔大，馬塲耕一，能城浩和：要望演題5 今からを支える‘若手’外科
医のための内視鏡手術 RS5‐05高難度腹腔鏡下手術へ繋げる腹腔鏡下鼠経ヘルニア手術．第30回
九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 58p.

12 池田翔大，梶原脩平，古川舜理，與田幸恵，能城浩和：要望演題5 今からを支える‘若手’外科
医のための内視鏡手術 RS5‐06腹腔鏡下胃空腸吻合術から腹腔鏡下胃切除術へ繋げる．第30回九
州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 58p.

13 眞﨑晴奈，辻 咲良，北川 浩，藤本崇聡，真鍋達也，能城浩和：要望演題5 今からを支える‘若
手’外科医のための内視鏡手術 RS5‐07腹腔鏡下虫垂切除術における技術向上のための手技の工
夫．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集
59p.

14 江川紀幸，井手貴雄，木村直也，田中智和，能城浩和：要望演題3 ナビゲーションシステムを使
用した手術手技 RS3‐04臓器温存を目的とした ICG navigation systemを用いた腹腔鏡下脾動脈
瘤切除術．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄
録集 49p.

15 古川舜理，梶原脩平，池田翔大，與田幸恵，能城浩和：要望演題2 ロボット支援外科手術・上達
のためのヒントと工夫 RS2‐01高度肥満患者におけるロボット支援下食道切除術．第30回九州内
視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 44p.
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16 藤本崇聡，真鍋達也，眞﨑晴奈，北川 浩，能城浩和：一般演題5 下部消化管 O5‐04大腸ステ
ントを留置した下行結腸癌に対する腹腔鏡下手術手技．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究
会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 75p.

17 馬場耕一，梶原脩平，能城浩和：一般演題6 ヘルニア O6‐03腹壁瘢痕ヘルニアに対する eTEP
Rives-Stoppa 法．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録
集・抄録集 78p.

18 ○工藤舞花，江川紀幸，木村直也，田中智和，井手貴雄，能城浩和：一般演題4 泌尿器・小児外
科・その他 O4‐06腹腔鏡下Gauzeoma 摘出術におけるKnack&Pitfalls．第30回九州内視鏡・ロ
ボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 73p.

19 柏田知美：第2部 特別講演 切除不能進行再発胃癌2nd line から考えるBest Sequence Strategy．
第5回熊本外科フォーラム．2020，9，5．抄録集．

20 ＊池田 貯，奥山桂一郎，久保 洋，雪本薫平，佐藤博文，古賀浩木，平木将紹，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：スポンサードシンポジウム 足らぬ足らぬは工夫が足らぬ 伝えたい私の
工夫（胸部・消化管）【消化管（上部）領域】ロボット手術に学べ 腹腔鏡下胃癌手術での精緻な郭
清を目指す～新型 SONICISIONの特徴を生かした手技～．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術
研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 29．

21 堀田千恵子，古賀靖大，安土健一，三宅修輔，川嶋裕資，下西智徳，廣橋喜美：一般演題6 ヘル
ニア O6‐06TAPP法にて対側よりアプローチし修復し得た再発鼠径部ヘルニア．第30回九州内
視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 79．

22 ＊久保 洋，池田 貯，奥山桂一郎，雪本薫平，佐藤博文，古賀浩木，平木将紹，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：要望演題3 ナビゲーションシステムを使用した手術手技 RS3‐01腹
腔鏡下胃切除における Indocyanine green（ICG）蛍光法による術前マーキングの有用性．第30回
九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 48．

23 ＊奥山桂一郎，池田 貯，雪本薫平，大庭大治，佐藤博文，久保 洋，古賀浩木，平木将紹，三好
篤，田中聡也，北原賢二，佐藤清治：要望演題4 足らぬ足らぬは工夫が足らぬ 伝えたい私の工夫
RS4‐02肝外側区域の反転による腹腔鏡下胃切除時の視野確保の工夫．第30回九州内視鏡・ロ
ボット外科手術研究会．2020，9，26．プログラム・抄録集・抄録集 51．

24 ＊佐藤博文，池田 貯，雪本薫平，奥山桂一郎，古賀浩木，久保 洋，平木将紹，三好 篤，田中聡
也，北原賢二，佐藤清治：一般演題5 下部消化管 O5‐03経腹的環状吻合器を用いた側端吻合法
～経肛門的DST吻合困難症例への対処法～．第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会．2020，
9，26．プログラム・抄録集・抄録集 75．

25 柏田知美：ランチョンセミナー4 胃癌化学療法演者「Q&A形式で考える胃がん薬物療法のBest
Sequence 2020］．第116回日本消化器病学会九州支部例会／第110回日本消化器内視鏡学会九州支部
例会．2020，12，4‐5（オンライン発表），2020，12，15‐2021，1，6（オンデマンド配信）．抄
録集．

その他の学会
1 能城浩和：佐賀大学における臓器毎の技術認定医取得の心得．鹿児島県腹腔鏡セミナー．2020，1，
11．

2 能城浩和：食道癌に対するロボット支援下食道切除術．福井赤十字病院消化器カンファレンス（特
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 能城 浩和 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

低酸素誘導性ミトコンドリア休眠
（HiMS）障害による胃癌悪性度増強
機序の解明

0

助 教 田中 智和 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

低酸素誘導性ミトコンドリア休眠
（HiMS）障害による胃癌悪性度増強
機序の解明

0

助 教 田中 智和 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

NASH/NAFLD肝癌に対するファル
ネシル転換酵素阻害薬による新規治療
戦略

2，470

教 授 能城 浩和 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

ファルネシル化に着目した胃癌悪液質
に対する新規治療開発に向けた基礎的
研究

1，690

助 教 田中 智和 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

ファルネシル化に着目した胃癌悪液質
に対する新規治療開発に向けた基礎的
研究

520

助 教 田中 智和 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

胆嚢癌におけるCD1a 陽性樹状細胞の
免疫応答メカニズムと直接相互作用機
序の解明

390

助 教 馬塲 耕一 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

スキルス胃癌に対するANGPTL4を
標的した新たな治療戦略の開発

1，950

別講演）．2020，1，18．
3 能城浩和：特別講演3 Disturbed passage of jejunal limb near esophageal hiatus after overlapped
esophagojejunostomy following laparoscopic total gastrectomy．FKQ-Web．2020，8，22．

4 能城浩和：食道胃接合部癌手術手技の追求「郭清から再建まで」ディスカッサント．第4回食道胃
接合部癌手術手技勉強会．2020，10，28．

5 能城浩和：特別講演 臨床解剖に基づく胸部食道癌におけるロボット支援下食道切除術．第95回神
奈川食道疾患研究会．2020，11，20．

6 馬場耕一：保険適応されたHBOC鑑別診断としてのBRCA検査について．Saga Breast Cancer
Online Seminar．2020，11，24．

7 能城浩和：特別講演 新究極の一手～流転無窮～Zero Complication を目指して．大鵬薬品工業・コ
ヴィディエンジャパン株式会社共催の講演会．2020，12，21．

8 柏田知美：2nd Line から考えるBest Sequence strategy．TAIHO Web Lecture on Gastric Cancer．
2020，3，23．

研究助成等
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